




















































The Forbidden Worlds of Haruki M
urakami ）
を上梓したことも
あって、村上春樹 世界を対象とする発表であった。村上の世界では登場人物が日常世界から非現実性を帯びた他界的時空に入り込む展開が多く現れることを指摘した後、人間が内にはらんだ他界としての無意識世界との交わりが村上作品を特徴づけている様相が、様々な作品 例に っ 語られた。ストレッカー氏によれば、村上的な無意識はフロイトよりもその弟子であったユングのそれにより近しいもの あり、人間を個の枠組みから解き放って 者 の連携をもたらす契機として位置づけられているということであった。　
最後に柴田が、日本在住のアメリカ人作家であるリービ英
雄の『千々にくだけ 』を対象とする発表をおこ った。リービの主人公は多くの場合作者自身 来歴を反映して、日本にもアメリカにも帰属意識を持 ず、
︿
日本語〉という言語を自身














からそれぞれ丁寧な説明がなされた。現代の代表的な評論家、研究者を招いてのシンポジウム が、聴衆は最後まで熱心に発表と質疑に耳を傾けており、現代日本とアメリカ の関わりを考えるための貴重な機会となったといえ だろう。
